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公益社団法人

館山法人会報

（公社）館山法人会員証
←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して
下さい。

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である
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令和２年度  税制改正に関する提言令和２年度  税制改正に関する提言  （要約）（要約）

≪基本的な課題≫
Ⅰ．税・財政改革のあり方
１．財政健全化に向けて
　 　今後の税財政を考えるうえで重要な要素となるのは団塊の世代の動向である。この世代の先頭が後期高齢
者入りするのは2022年であり、2025年度は団塊の世代すべてが後期高齢者に達する年である。つまり、政府
のPB黒字化目標年度は遅すぎるわけで、本来なら団塊の世代の先頭が後期高齢者入りする前に黒字化目標を
設定すべきなのである。
　（１）　 今般の消費税率10％への引き上げは、財政健全化と社会保障の安定財源確保のために不可欠だった。

税率引き上げによる悪影響を緩和する等の環境整備は必要だが、本年度に引き続き、来年度当初予算
においても臨時・特別の措置を講じることとしている。しかし、それがバラマキ政策となってはなら
ない。

　（２）　 政府は、2016年度から18年度の３年間を集中改革期間と位置づけ、政策経費の増加額を1.6兆円（社
会保障費1.5兆円、その他0.1兆円）程度に抑制する目安を達成した。2019年度から21年度の基盤強化
期間についても、引き続き社会保障費の増加額を抑制する目安を示し、改革に取り組む必要がある。

　（３）　 財政健全化は国家的課題であり、歳出、歳入の一体的改革によって進めることが重要である。歳入で
は安易に税の自然増収を前提とすることなく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な
削減の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行するよう求める。

　（４）　 今般の消費税率引き上げに伴って本年10月より軽減税率制度が導入されるが、これによる減収分につ
いては安定的な恒久財源を確保するべきである。

　（５）　 国債の信認が揺らいだ場合、長期金利の急上昇など金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害す
ることが考えられる。政府・日銀には、市場の動向を踏まえた細心の政策運営を求めたい。

２．社会保障制度に対する基本的考え方
 　　 　社会保障給付費の財源は公費と保険料である。適正な「負担」と重点化・効率化による「給付」の抑制
を可能な限り実行しないと、持続可能な社会保障制度の構築も財政の健全化も実現できないことは、すで
に指摘した通りである。とりわけ、医療と介護の分野は給付の急増が見込まれており、ここに改革のメス
をどう入れるかが重要になる。

　　 超高齢化社会が急速に進展する今、社会保障は「自助」「公助」「共助」の役割と範囲を改めて見直す必要
があるが、その際に重要なのは公平性の視点である。たとえば医療保険の窓口負担や介護保険の利用者負
担などの本人負担については、高齢者においても負担能力に応じることを原則とする必要がある。

　　

第36回　全国法人会三重大会で報告

法人会では毎年開催される全国大会で会員企業の役に立つ「税に関する提言」

を発表し、周知を行うとともに国・地方自治体等に提言活動を行っています。
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　（１）　 年金については、「マクロ経済スライドの厳格対応」「支給開始年齢の引き上げ」、「高所得高齢者の基
礎年金国庫負担相当分の年金給付削減」等、抜本的な施策を実施する。

　（２）　 医療は産業政策的に成長分野と位置付け、大胆な規制改革を行う必要がある。給付の急増を抑制する
ために診療報酬（本体）体系を見直すとともに、政府目標であるジェネリックの普及率８０％以上も
早期に達成する。

　（３）　 介護保険については、制度の持続性を高めるために真に介護が必要な者とそうでない者とにメリハリ
をつけ、給付及び負担のあり方を見直す。

　（４）　 生活保護については、給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳格な
運用が不可欠である。

　（５）　 少子化対策では、現金給付より保育所や学童保育等を整備するなどの現物給付に重点を置くべきであ
る。その際、企業も積極的に子育て支援に関与できるよう、企業主導型保育事業のさらなる活用に向
けて検討する。また、子ども・子育て支援等の取り組みを着実に推進するためには安定財源を確保す
る必要がある。

　（６）　 企業への過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が求められる。
３．行政改革の徹底
 　 　今般の消費税率引き上げは国民に痛みを求めるものであり、その前提として「行革の徹底」が不可欠であっ
たことを想起せねばならない。地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき自ら身を削
るのである。
　（１）　 国・地方における議員定数の大胆な削減､ 歳費の抑制。
　（２）　 厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の人員削減と、能力を重視した賃金体系による人件費の抑制。
　（３）　 特別会計と独立行政法人の無駄の削減。
　（４）　 積極的な民間活力導入を行い成長につなげる。
４．消費税引き上げに伴う対応措置
　 　本年10月から導入される軽減税率制度は事業者の事務負担が大きいうえ、税制の簡素化、税務執行コスト
および税収確保などの観点から問題が多い。このため、かねてから税率10％程度までは単一税率が望ましく、
　低所得者対策は「簡素な給付措置」の見直しで対応するのが適当であることを指摘してきた。軽減税率制度
　導入後は、国民や事業者への影響、低所得者対策の効果等を検証し、問題があれば同制度の是非を含めて見
　直しが必要である。消費税は社会保障の安定財源確保と財政健全化に不可欠、かつ極めて重要である。この
　ため、税率引き上げ後も消費税制度の信頼性と有効性を確保する観点から、以下の対応措置が求められる。
　（１）　 現在施行されている「消費税転嫁対策特別措置法」の効果等を検証し、中小企業が適正に価格転嫁で

きるよう、さらに実効性の高い対策をとるべきである。
　（２）　 消費税の滞納防止は税率の引き上げに伴ってより重要な課題となる。消費税の制度、執行面において

さらなる対策を講じる必要がある。
　（３）　 システム改修や従業員教育など、事務負担が増大する中小企業に対して特段の配慮が求められる。
５．マイナンバー制度について
　マイナンバー制度はすでに運用段階に入っているが、依然としてマイナンバーカードの普及率が低いなど、
国民や事業者が正しく制度を理解しているとは言い難い。政府は引き続き、制度の意義等の周知に努め、その
定着に向け本腰を入れて取り組んでいく必要がある。
６．今後の税制改革のあり方

Ⅱ．経済活性化と中小企業対策
１．法人実効税率について
 　 　平成28年度税制改正で、法人実効税率「20％台」が実現（29.74％）したが、〝 先進国クラブ 〟と称される
ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）加盟国の法人実効税率平均は約25％、アジア主要10カ国の平均は約22％となっ
ている。米国もトランプ税制改革で我が国水準以下に引き下げられた。国際競争力強化などの観点から，今
般の法人実効税率引き下げの効果等を確認しつつ、さらなる引き下げも視野に入れる必要があろう。
２．中小企業の活性化に資する税制措置
　（１）　 中小法人に適用される軽減税率の特例15％を本則化すべきである。また、昭和56年以来、800万円以

下に据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、少なくとも1,600万円程度に引き上げる。
　（２）　 租税特別措置については、公平性・簡素化の観点から、政策目的を達したものや適用件数の少ないも

のは廃止を含めて整理合理化を行う必要はあるが、中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置
は、以下のとおり制度を拡充したうえで本則化すべきである。

　　①中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を含める。
　　② 少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置については、損金算入額の上限（合計300万円）を

撤廃し全額を損金算入とする。なお、それが直ちに困難な場合は、令和２年３月末日までとなっている
特例措置の適用期限を延長する。
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　（３）　 中小企業経営強化税制（中小企業等経営強化法）や、中小企業が取得する償却資産に係る固定資産税
の特例（生産性向上特別措置法)等を適用するに当たっては、手続きを簡素化するとともに、事業年度
末（賦課期日）が迫った申請や認定について弾力的に対処する。

３．事業承継税制の拡充
　 　我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大きく貢献している。その
中小企業が相続税の負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が揺らぐことになる。平成
30年度の税制改正では比較的大きな見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要と考える。
　（１）　  事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
　　　　 我が国の納税猶予制度は、欧州主要国と比較すると限定的な措置にとどまっており、欧州並みの本格

的な事業承継税制が必要である。とくに、事業に資する相続については、事業従事を条件として他の
一般財産と切り離し、非上場株式を含めて事業用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設が
求められる。

　（２）　 相続税、贈与税の納税猶予制度の充実
　　　　 平成30年度税制改正では、中小企業の代替わりを促進するため、10年間の特例措置として同制度の拡

充が行われたことは評価できるが、事業承継がより円滑に実施できるよう以下の措置を求める。
　　① 猶予制度ではなく免除制度に改めるとともに、平成29年以前の制度適用者に対しても適用要件を緩和す

るなど配慮すべきである。
　　② 国は円滑な事業承継が図られるよう、経営者に向けた制度周知に努める必要がある。なお、特例制度を

適用するためには、令和５年３月末日までに「特例承継計画」を提出する必要があるが、この制度を踏
まえてこれから事業承継の検討（後継者の選任等）を始める企業にとっては時間的な余裕がないこと等
が懸念される。このため、計画書の提出期限について配慮すべきである。

Ⅲ．地方のあり方
　 　国と地方の役割分担を見直し、財政や行政の効率化を図る地方分権化は地方活性化の上でも重要である。
その際には地方の自立・自助の理念が不可欠である。その意味で「ふるさと納税制度」の返礼品アピール競
争をみていると、あまりに安易で地方活性化に正面から取り組もうとしているのか疑問を呈さざるを得ない。
今般の税制改正では過度な返礼品を送付している自治体を制度の対象外にする見直しが行われたが、当然の
措置であろう。住民税は本来、居住自治体の会費であり、他の自治体に納税することは地方税の原則にそぐ
わないとの指摘もある。納税先を納税者の出身自治体に限定するなど、さらなる見直しが必要である。
　 　地方交付税制度は国が地方の不足財源を手厚く保障する機能を有しており、それが地方の財政規律を歪め
ているとして改革が求められてきた。地方は国に頼るだけでなく、自らの責任で行政改革を進め地方活性化
策を企画・立案し実行していかねばならない。
　（１）　 地方創生では、さらなる税制上の施策による本社機能移転の促進、地元の特性に根差した技術の活用、

地元大学との連携などによる技術集積づくりや人材育成等、実効性のある改革を大胆に行う必要があ
る。また、中小企業の事業承継の問題は地方創生戦略との関係からも重要であり、集中的に取り組む
必要がある。

　（２）　 広域行政による効率化について検討すべきである。基礎自治体（人口30万人程度）の拡充を図るため、
さらなる市町村合併を推進し、合併メリットを追求する必要がある。

　（３）　 国に比べて身近で小規模な事業が多い地方の行財政改革には､「事業仕分け」のような民間のチェッ
ク機能を活かした手法が有効であり、各自治体で広く導入すべきである。

　（４）　 地方公務員給与は近年、国家公務員給与と比べたラスパイレス指数（全国平均ベース）が改善せずに
高止まりしており、適正な水準に是正する必要がある。そのためには国家公務員に準拠するだけでな
く、地域の民間企業の実態に準拠した給与体系に見直すことが重要である。

　（５）　 地方議会は、議会のあり方を見直し、大胆にスリム化するとともに、より納税者の視点に立って行政
に対するチェック機能を果たすべきである。また、高すぎる議員報酬の一層の削減と政務活動費の適
正化を求める。行政委員会委員の報酬についても日当制を広く導入するなど見直すべきである。

Ⅳ．震災復興
　 　東日本大震災からの復興に向けて復興期間の後期である「復興・創生期間（平成28年度～令和２年度）」
も４年目に入っているが、被災地の復興、産業の再生はいまだ道半ばである。今後の復興事業に当たっては
これまでの効果を十分に検証し、予算を適正かつ迅速に執行するとともに、原発事故への対応を含めて引き
続き、適切な支援を行う必要がある。また、被災地における企業の定着、雇用確保を図る観点などから、実
効性のある措置を講じるよう求める。
　 　また近年、熊本地震をはじめ地震や台風などによる大規模な自然災害が相次いで発生しているが、東日本
大震災の対応などを踏まえ、適切な支援と実効性のある措置を講じ、被災地の確実な復旧・復興等に向けて
取り組まねばならない。
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Ⅴ．その他
１．納税環境の整備
２．租税教育の充実
≪税目別の具体的課題≫
1.　法人税関係
（１）役員給与の損金算入の拡充
　　 ①　 役員給与は原則損金算入とすべき
　　 ②　 同族会社も業績連動給与の損金算入を認めるべき
（２）交際費課税の適用期限延長
（３）公益法人課税
2.　所得税関係
（１）所得税のあり方
　　 ①　  基幹税としての財源調達機能の回復
　　　　  基幹税としての財源調達機能を回復するためにも、所得税は国民が能力に応じて適正に負担すべき 
         である。
　　 ②　 各種控除制度の見直し
　　　　  各種控除は、社会構造変化に対応して合理的なものに見直す必要がある。とくに、人的控除につい 
         ては累次の改正の影響を見極めながら、適正化を図るべきである。
　　 ③     個人住民税の均等割
　　　　 地方税である個人住民税の均等割についても、応益負担原則の観点から適正水準とすべきである。
（２）少子化対策
3.　相続税・贈与税関係
（１）相続税の負担率はすでに先進主要国並みであることから、これ以上の課税強化は行うべきではない。
（２）贈与税は経済の活性化に資するよう見直すべきである。
　 　①　 贈与税の基礎控除を引き上げる。
　　 ②　相続時精算課税制度の特別控除額（2,500万円）を引き上げる。
4.　地方税関係
（１）固定資産税の抜本的見直し
　　 ①　  商業地等の宅地を評価するに当たっては、より収益性を考慮した評価に見直す。
　　 ②　 家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に見直す。
　　 ③ 　償却資産については、納税者の事務負担軽減の観点から、「少額資産」の範囲を国税の中小企業の少

　額減価償却資産（30万円）にまで拡大するとともに、賦課期日を各法人の事業年度末とすること。ま
た、　将来的には廃止も検討すべきである。

　　 ④　  固定資産税の免税点については、平成３年以降改定がなく据え置かれているため、大幅に引き上げる。
　　 ⑤　  国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目的に応じて土地の評価を行っているが、行政の効率化  
          の観点から評価体制は一元化すべきである。
（２）事業所税の廃止
　　  市町村合併の進行により課税主体が拡大するケースも目立つ。事業所　税は固定資産税と二重課税的な  
     性格を有することから廃止すべきである。
（３）超過課税
　　  住民税の超過課税は、個人ではなく主に法人を課税対象としているうえ、長期間にわたって課税を実施 
     している自治体も多い。課税の公平を欠く安易な課税は行うべきでない。
（４）法定外目的税
　　  法定外目的税は、税の公平性・中立性に反することのないよう配慮するとともに、税収確保のために法 
     人企業に対して安易な課税は行うべきではない。
その他
（１）配当に対する二重課税の見直し
（２）電子申告
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に
つ
い
て
知
り
、
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
。

　「
消
費
税
増
税
ま
で
一
ヶ
月
あ
ま
り

で
す
。」

そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
、
テ
レ
ビ
で

見
る
と
、
消
費
税
が
八
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
増
え
る
と
書

い
て
あ
っ
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は

以
前
、
学
校
で
も
話
題
に
な
っ
た
事

が
あ
り
、

　「
消
費
税
増
え
る
ら
し
い
ね
。
一
万

円
の
買
い
物
を
し
た
ら
千
円
も
取
ら

れ
る
の
か
。
一
割
も
取
ら
れ
る
な
ん

て
や
だ
な
。
す
ご
く
損
し
た
気
分
だ

よ
ね
。」

と
話
し
て
い
た
。
で
も
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
。
確
か
に
一
割
も
取
ら
れ

て
損
を
し
た
気
分
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
誰
か
が
病
気
や
け

が
を
し
た
時
、
巡
り
巡
っ
て
自
分
が

払
っ
た
消
費
税
が
役
に
立
つ
か
も
知

れ
な
い
。
私
達
に
は
見
え
て
い
な
い

所
で
自
分
が
払
っ
た
消
費
税
が
役
に

立
っ
て
い
る
。
そ
う
思
う
だ
け
で
、

税
金
を
払
う
、「
納
税
の
義
務
」
を
自

分
が
果
た
せ
て
い
る
『
自
信
』
と
『
誇

り
』
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
私
は
、
エ
ア
コ
ン
か
ら
税
に
興
味

を
持
ち
、
そ
の
大
切
さ
に
気
が
つ
く

こ
と
が
で
き
た
。
全
く
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
エ
ア
コ
ン
と
税
。
し
か

し
、
こ
の
二
つ
は
誰
も
が
払
っ
て
い

る
様
々
な
種
類
の
税
金
に
よ
っ
て

し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
。

私
は
こ
れ
ら
の
事
を
忘
れ
ず
に
、
日

本
の
未
来
の
た
め
、税
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
学
び
、
自
分
の
生
活
に
生
か

し
て
、
納
税
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を

示
し
た
い
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

館
山
市
立
第
一
中
学
校

　

第
三
学
年　

小
谷
　
真
結

『
税
と
く
ら
し
』

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞

おめでとうございますおめでとうございます
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【最優秀賞】
鈴木　俊祐

南房総市立富浦小学校
（6年）

【最優秀賞】
佐野　日香
館山市立北条小学校

（5年）

【最優秀賞】
小川ひかり

南房総市立白浜小学校
（4年）

【最優秀賞】
柳澤　杏花
館山市立館山小学校

（3年）

【最優秀賞】
余湖　恵介
館山市立館山小学校

（2年）

【最優秀賞】
三平　康生
館山市立那古小学校

（1年）

館山税務署長表彰
（税務功労）
小磯　　隆
(一般社団法人館山青色申告会　理事)
鈴　木　弘　明
(一般社団法人館山青色申告会　副会長)
谷　　　昭　一
(公益社団法人館山法人会　常任理事)
村　井　智　博
(公益社団法人館山法人会　常任理事)

館山税務署長感謝状
（税務功労）
池田　知弘　
（一般社団法人館山青色申告会　事務局長）
古宮　真一　
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
齋藤　守彦
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
重田　修一
（一般社団法人館山青色申告会　理事）
鈴木　誠一
（館山間税会　副会長）
高梨　　潔
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
（租税教育推進校）
南房総市立　三芳中学校
（広報功績者）
館山信用金庫
☆ご披露

東京国税局長表彰
本橋　亮一
（館山間税会　会長）

東京国税局長感謝状
株式会社　おどや
小学生の「税に関する書写作品」表彰

主催　館山税務署
　　　公益社団法人館山法人会
　　　一般社団法人館山青色申告会

【最優秀賞】
三平　康生　館山市立那古小学校（1年）
余湖　恵介　館山市立館山小学校（2年）

柳澤　杏花　館山市立館山小学校（3年）
小川ひかり　南房総市立白浜小学校（4年）
佐野　日香　館山市立北条小学校（5年）
鈴木　俊祐　南房総市立富浦小学校（6年）
中学生の「税についての作文」表彰
主催　全国納税貯蓄組合連合会
　　　館山税務署管内納税貯蓄組合連合会
　　　国税庁

【全国納税貯蓄組合連合会　優秀賞】
小谷　真結　館山市立第一中学校（3年）
【東京国税局管内
　　納税貯蓄組合連合会　優秀賞】
桂　　健士　館山市立第一中学校（2年）
【館山税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会　会長賞】
金木　彩乃　南房総市立千倉中学校（3年）
川名　続豊　館山市立第二中学校（3年）
【館山税務署長賞】
朝倉　心晴　南房総市立三芳中学校（3年）
初山かの子　南房総市立三芳中学校（3年）
【千葉県館山県税事務所長賞】
𠮷村　　桜　館山市立第三中学校（3年）
【市町長賞】
　館山市長賞
中田　汐音　館山市立第一中学校（2年）
大山　　奏　館山市立第二中学校（3年）

鈴木　なゆ　館山市立第一中学校（3年）
　　鴨川市長賞
髙橋　朋佳　鴨川市立安房東中学校（3年）
橋本　琉生　鴨川市立鴨川中学校（3年）
本間　翔瑛　鴨川市立長狭中学校（3年）
　南房総市長賞
岩堀　里緒　南房総市立富浦中学校（3年）
小島　花乃　南房総市立富山中学校（3年）
渡辺　夏海　南房総市立富山中学校（3年）
　鋸南町長賞
岡田　結花 　鋸南町立鋸南中学校 (3年)
【一般社団法人 館山青色申告会　会長賞】
奈良田圭亮　鋸南町立鋸南中学校（3年）
【公益社団法人  館山法人会　会長賞】
瀧口　将希　館山市立房南中学校（3年）

「税に関する高校生の作文」表彰
主催　国税庁

【館山税務署長賞】
吉田　花菜 千葉県立安房高等学校 （1年）
渡邊登伎子 千葉県立安房高等学校 （1年）

* * * * * * * * * * * * * * * * 受 賞 者 名 簿 * * * * * * * * * * * * * * * *

署長表彰受賞者
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支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
は

　
　
　
　
　
台
風
15
号
等
の
影
響
で
中
止

◎
第
２
回
理
事
会

　
９
月
５
日
（
木
）

　

鴨
川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル
に
て

・
令
和
元
年
度
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

・
会
員
増
強
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

・
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

◎
第
１
回
総
務
委
員
会

　

11
月
７
日
（
木
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
社
会
貢
献
事
業
に
つ
い
て
ほ
か

　
　
　
　
　

出
席
者　
　
６
名

　
「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
提
言
事
項
」
の

地
元
国
会
議
員
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
対
す

る
要
望
活
動

◎
第
２
回
広
報
委
員
会

　

11
月
20
日
（
水
）

　

法
人
会
事
務
局
に
て

・
会
報
第
１
１
９
号
編
集
会
議

　

掲
載
記
事
等
編
集
内
容
に
つ
い
て
協
議

出
席
者　
　
７
名

理 

事 

会

総
務
委
員
会

税
制
委
員
会

第 2回理事会　9月 5日

総務委員会　11月７日

広報委員会　11月 20日

広
報
委
員
会

青年部会　10月 3日

・
そ
の
他

　
　
　
　
　

出
席
者　
　

32
名

◎
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会

　

９
月
５
日
開
催
の
理
事
会
開
催
前
、
法
人

会
と
提
携
し
て
い
る
保
険
会
社
３
社
（
大
同

生
命
保
険
・
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
・
ア
フ
ラ
ッ

ク
）
と
各
種
保
険
の
内
容
や
加
入
状
況
の
説

明
な
ど
、
福
利
厚
生
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

協
議

　

終
了
後
意
見
交
換
会

出
席
者　
　

38
名

　

11
月
６
日
（
火
）

要
望
先

　

国
会
議
員　

浜
田
靖
一
氏

　

館
山
市
長　

金
丸
謙
一
氏

　

館
山
市
議
会
議
長　

榎
本
祐
三
氏

　
（
陳
情
先
は
全
法
連
の
指
示
に
よ
る
）

参
加
者　
　

２
名

◎
部
会
例
会

　

10
月
３
日
（
木
）
法
青
会
館
会
議
室

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

・
そ
の
他

・
税
務
研
修
会

　
「
税
の
は
な
し
」

　

講
師　

髙
山
昇
館
山
税
務
署
長

　

出
席
者　

18
名

青
年
部
会

◎
第
２
回
総
務
委
員
会

　
１
月
９
日
（
木
）

　

法
人
会
事
務
局
に
て

・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
に
つ
い
て

　
（
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
会
場
で
の
税
啓
発
活
動
）

出
席
者　
　
７
名

10



◎
役
員
会
（
幹
事
以
上
）

　

12
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

銀
鱗
荘
こ
と
ぶ
き
に
て

・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
に
つ
い
て

・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

　

ほ
か

・
税
税
務
研
修
会

　
　
「
税
の
は
な
し
」　

　
　
　

講
師　

髙
山　

昇　

館
山
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　

終
了
後
意
見
交
換
会

出
席
者　

36
名

源
泉
研
究
部
会

源泉研究部会　10月 26日

◎
視
察
研
修

　
９
月
26
日
（
木
）

　

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
、

　

観
劇
キ
ャ
ッ
ツ
シ
ア
タ
ー(

キ
ャ
ッ
ツ)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

24
名

女
性
部
会

◎
第
２
回
税
務
研
修
会

　

10
月
28
日
（
月
）

　

館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て

女性部会　12月９日

◎
県
青
年
部
会
連
協
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

台
風
被
害
の
た
め
中
止

◎
「
第
33
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」

　
　
大
分
大
会

　
11
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

　

Iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

・
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
・
円
卓
会
議

　

テ
ー
マ
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康

　
　
　
　
　

経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

大
会
式
典

記
念
講
演

　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
指
向

　

〜
健
康
な
心
と
体
で
未
来
を
動
か
す
〜
」

講
師　

ア
ン　

ミ
カ
氏

・
懇
親
会

参
加
者　
　
４
名

◎
税
金
ク
イ
ズ
の
実
施

　

11
月
24
日(

日)

　

南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
会
場(

千
倉
町)

　
　

ク
イ
ズ
参
加
者
約
４
０
０
名

　
　
　
　
　

参
加
者　
　

11
名

・「
年
末
調
整
」
に
つ
い
て

　

講
師　

井
波
法
人
第
１
統
括
官

　
　
　
　

鈴
木
管
理
運
営
第
２
統
括
官

　
　
　
　

三
浦
法
人
第
１
事
務
官

　

終
了
後
意
見
交
換
会　
　
　出席
者　

17
名名名

女性部会が租税教育活動

1月 14日
1月 21日

鋸南小学校　6年生対象
千倉小学校　6年生対象

5
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営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
青
年
部
会
活
動
の
新
た

な
柱
と
し
て
、
今
大
会
は
こ
の
取
り
組
み
に
向

け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
そ
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
会
議
〜
第
２
回
連
絡
会
議
と
行
わ
れ
、

現
在
１
２
３
兆
円
の
社
会
保
障
給
付
費
が
、

２
０
４
０
年
に
は
１
９
０
兆
円
に
な
る
見
通
し

と
の
事
で
、
日
本
の
未
来
を
担
う
次
世
代
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
、「
個

人
の
健
康
・
職
場
環
境
の
改
善
・
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
」
に
て
、
税
収
の
増
加
・
医
療
費
の
適
正
化

を
図
り
、
財
政
健
全
化
に
貢
献
し
よ
う
と
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
全
国
11
単
会
が
発
表
・
審
査
さ
れ
ま
し
た

が
、
我
が
東
京
局
管
内
か
ら
も
「
千
葉
西
法
人

会
」
が
発
表
し
ま
し
た
。
ど
の
単
会
も
レ
ベ
ル

が
高
く
、
特
に
広
島　
西
大
寺
法
人
会
の
「
高

校
生
が
講
師
と
な
り
小
学
生
に
租
税
教
育
を
行

う
」
取
り
組
み
に
は
共
感
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
大
会
当
日
は
、
午
前
の
部
会
長
サ

■大会シンボルマーク
　山海に恵まれ、豊かな自然あふれる大分県は、日本一の湧出量と

温泉数を誇るおんせん県です。滾滾と湧き出る温泉は、大地のダイ

ナミックなエネルギーを感じる自然の産物。そのパワーを、熱い意

気込みをもって租税教育活動へと取り組む法人会青年部の思いと

重ねて表現しました。本大会が、未来の明るい社会へつながるため

の大きな一歩となるよう、願いを込めています。

　

第
33
回
法
人
会
青
年
の
集
い

　
　
　
　

大
分
大
会
に
参
加
し
て

　
〝
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者

の
団
体
〞「
法
人
会
」。
そ
の
中
で
青
年
部
会
の

役
割
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
正
し

い
税
知
識
の
啓
発
と
税
の
使
い
道
に
つ
い
て

自
分
た
ち
で
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
な
租

税
教
育
活
動
を
行
う
事
で
す
。
全
国
４
４
０

単
位
会
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
活
動
が
、
子

供
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
、

子
供
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
か
を
検
証
す
る
場
と
し
て
、『
租
税
教
育
活

動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
行
い
、
先
進
事

例
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
国
の
財
政
破
綻
回

避
に
向
け
、「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経

大会スケジュール
◎青連協連絡協議会
　租税教育活動プレゼンテーション
◎部会長サミット(円卓会議 )
　テーマ「財政健全化のための健康　　
　　　　経営プロジェクト」
　～日本の未来を担う子供たちのために～
◎大会式典
◎記念講演
　　「ポジテイブ志向
　　　～健康な心と体で未来を動かす～」
　　　　　　　　　講師　アンミカ氏
◎懇親会
◎物産展
◎租税教育活動パネル展示

第
33
回 

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い  

大
分
大
会

部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
円
卓
会
議

  

テ
ー
マ 

　

未
来
を
動
か
す
第
一
歩
「
健
康
経
営
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

ミ
ッ
ト
で
は
前
日
に
続
き
、健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
円
卓
会
議
〜
課
題
発
表
が
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
大
会
式
典
を
開
催
。
記
念
講
演
で
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
様
々
な
分
野
で
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ミ
カ
氏
が
、「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
志
向
〜
健
康
な
心
と
体
で
未
来
を
動
か

す
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
回
参
加
し
て
感
じ
る
事
は
、
全
国
の
い
ろ

い
ろ
な
方
々
と
の
話
し
合
い
、
体
験
や
聴
講
か

ら
、
経
営
者
と
し
て
人
間
と
し
て
、
今
後
に
生

か
さ
れ
る
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
い
る
と
い

う
事
で
す
。

　

来
年
は
島
根
大
会
で
す
。
こ
の
経
験
を
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

大
勢
の
会
員
と
参
加
し
て
大
会
に
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

のの役役いいい自自税税単単供供子子子たたた動動例例避避 第第第

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
　Iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

青
年
部
会
長　

　
　
　

鈴
木　

誠
一

1212



13



14



15



法人会の動き　令和２年１月以降の当面の事業・予定

月　日 事　　業　・　会　　議 会　　　場
 1.              9（木） 総務委員会 法青会館
1.14（火） 館山税務懇話会例会 法青会館
1.16（木） 租税教室（絵はがきコンクール募集） 鋸南町立鋸南小学校
1.16（木） 生活習慣病健康診断　1日人間ドック 鴨川市文化体育館
1.17（金）
～18（土） 生活習慣病健康診断　1日人間ドック 館山商工会館

1.21（火） 租税教室（絵はがきコンクール募集） 南房総市立千倉小学校
1.22（水） 全法連新年賀詞交歓会 帝国ホテル
1.24（金 ) 地域社会貢献事業事前準備 丸山公民館

1.25（土） 地域社会貢献事業事前準備
（いちごプロジェクト・節電対策ＰＲ） 丸山公民館

1.26（日）
地域社会貢献事業
（いちごプロジェクト・節電対策ＰＲ）
館山市・若潮マラソン会場にて

館山市民運動場

1.27（月） 県法連新年賀詞交歓会 三井ガーデンホテル千葉
1.30（木） 絵はがきコンクール審査会 法青会館
 2.       5（水） 青年部会チャリテイボーリング大会 館山ヤングボ－ル
 2.          7（金） 県法連事務局職員研修会 ポートプラザちば

2.17（月） e-Tax による確定申告の早期提出
館山税務懇話会（法人会会長ほか） 館山税務署

2.21（金） 県法連事務局職員研修会 ポートプラザちば
3.13（金） 県青連協「千葉サミット」 三井ガーデンホテル千葉
3.16（月） 理事会 夕日海岸昇鶴
3.19（木） 決算期別法人説明会 鴨川市役所４階会議室
3.24（火） 決算期別法人説明会 館山市コミュニティセンター
3.27（金） 女性部会役員会 ( 幹事以上 ) 法青会館
 4.       9   （木） 新設法人説明会 法青会館
4.22（水） 理事会 館山シーサイドホテル
5.13（水） 女性部会定時総会 夕日海岸昇鶴
5.18（月） 決算期別法人説明会 法青会館
5.19（火） 決算期別法人説明会 鴨川市役所４階会議室
6.       3   （水） 定時総会 館山シーサイドホテル
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動
的
で
、素
晴
ら
し
い「
メ
モ
リ
ー
」

の
歌
声
と
と
も
に
心
に
深
く
刻
み

こ
ま
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
し
た
。

　

車
中
で
の
や
や
メ
タ
ボ
女
性
群

の
情
報
交
換
は
楽
し
い
一
服
の
清

涼
剤
。
法
人
会
女
性
部
会
は
今
年

も
思
い
出
を
ひ
と
つ
増
や
し
、
心

機
一
転
、
明
日
へ
の
活
力
を
い
た

だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い
（
？
）

が
待
つ
日
常
へ
戻
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

素
敵
な
企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
幹
事
の
皆
さ
ん
、
お
骨
折
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
事
務
局
飯
田
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
秋
の
研
修
旅
行

だ
け
に
、
私
の
よ
う
な
一
般
庶

民
が
、
華
や
か
な
外
交
の
舞
台
と

な
る
こ
の
よ
う
な
場
所
に
足
を
踏

み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
慮
る
に
つ

け
、
自
由
と
民
主
主
義
が
守
ら
れ

て
い
る
平
和
な
日
本
を
改
め
て
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

時
間
を
有
効
利
用
し
て
車
中

で
美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ
く

と
、
間
も
な
く
劇
団
四
季
の
会
場

へ
到
着
。
さ
て
、
劇
団
員
と
い
え

ば
ア
ル
バ
イ
ト
は
つ
き
も
の
と
の

イ
メ
ー
ジ
（
現
実
？
）
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
劇

団
四
季
は
、
公
演
だ
け
で
法
人
運

迎
賓
館
赤
坂
離
宮

劇
団
四
季
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
観
劇

宮
を
目
指
し
て
走
行
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

迎
賓
館
は
明
治
期
の
建
築
、
美

術
、
工
芸
界
の
総
力
を
結
集
し
た

建
築
物
で
、
平
成
二
十
一
年
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各

国
の
国
王
、
大
統
領
、
首
相
な
ど

を
お
迎
え
す
る
ほ
か
、
主
要
国
首

脳
会
議
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
大
理
石
の
円
柱
、
絨
毯
か
ら

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
天
井
壁
面
に
い

た
る
ま
で
、
普
段
接
す
る
こ
と
の

な
い
壮
麗
な
美
し
さ
に
た
だ
た
だ

溜
息
を
つ
く
ば
か
り
。
ま
た
、
国

賓
を
お
迎
え
に
な
る
上
皇
・
上
皇

后
両
陛
下
は
じ
め
政
治
家
等
が
接

遇
さ
れ
て
い
る
お
写
真
も
展
示
さ

れ
て
お
り
、
折
し
も
連
日
、
香
港

で
の
若
者
を
中
心
と
し
た
大
規
模

な
デ
モ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た

　

房
総
半
島
を
中
心
に
千
葉
県
を

襲
っ
た
台
風
十
五
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
か
ら
の
復
旧
の
兆
し
が
未

だ
見
え
て
い
な
い
九
月
二
十
六
日
、

私
達
女
性
部
会
は
毎
年
恒
例
の
研

修
旅
行
を
決
行
い
た
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
、
ま
た

後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
の
参

加
で
あ
っ
た
方
も
お
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
永
野
専
務
の
「
来
れ

な
か
っ
た
人
の
分
ま
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

厳
粛
な
空
気
を
ま
と
っ
た
バ
ス
は
、

最
初
の
目
的
地
、
迎
賓
館
赤
坂
離

㈱やます
鈴木　利恵
副部会長

営
が
成
り
立
ち
、
劇
団
員
も
生
活

で
き
る
経
営
を
成
り
立
た
せ
て
い

ま
す
。
三
十
数
年
に
わ
た
り
安
定

し
た
集
客
を
維
持
し
続
け
て
い
る

理
由
は
な
に
か
？
芸
術
性
、
創
造

性
、歌
や
ダ
ン
ス
の
完
成
度
で
し
ょ

う
か
？
一
度
観
劇
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
逆
境
に
負
け
ず

し
た
た
か
に
生
き
抜
く
個
性
豊
か

な
〝
猫
達
〞。
私
に
は
、
日
々
の
厳

し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
物
語
る
劇

団
員
の
引
き
締
ま
っ
た
見
事
な
体

型
が
、「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
は
い
ま

せ
ん
か
？
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
云
々
は

さ
て
お
き
、
ラ
ス
ト
の
展
開
は
感

迎賓館　赤坂離宮

庭園

国・公賓用のサロン　朝日の間
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江
戸
後
期
ま
で
は
１
日
２
食
、３
食
提
唱

は　

年
ほ
ど
前
か
ら

　

巷
に
あ
ふ
れ
る
健
康
本
を
見
る
と
、
そ

の
多
く
は
「
朝
昼
晩
の
３
回
、
同
じ
時
間

に
し
っ
か
り
食
べ
て
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
よ
う
」
と
い
っ
た
ト
ー
ン
で
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
「
適
正
な
体
重

を
保
て
る
」「
生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
い
、
勤

労
・
勤
勉
意
欲
が
増
進
す
る
」「
胃
腸
の
働

き
が
安
定
し
、
安
眠
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
の
は
「
朝
食

は
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
」
と
い
う
効
能
で

し
ょ
う
。
朝
食
を
摂
る
と
成
績
が
上
が
る
、

と
言
わ
れ
れ
ば
、
子
供
を
持
つ
母
親
は
こ

ろ
り
と
参
り
ま
す
。

　

時
代
劇
を
見
る
と
分
か
る
通
り
、
歴
史

的
に
は
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
ま
で
庶
民
の

食
事
は
朝
と
昼
過
ぎ
か
夕
方
近
く
の
２
回

で
し
た
。
1
回
増
え
て
３
食
に
な
っ
た
の

は
、
国
家
と
し
て
の
近
代
化
に
向
け
て
土

木
関
係
の
肉
体
労
働
者
が
激
増
し
た
せ
い

の
よ
う
で
す
。
ず
ば
り
腹
が
減
っ
て
は
、

戦
は
で
き
な
い
か
ら
で
、
弁
当
持
参
も
徐
々

に
多
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
昭
和
に
入
る
と
戦
争
か
ら
敗
戦
へ

と
続
き
、
国
ぐ
る
み
の
食
糧
難
に
苦
し
み

ま
す
が
、
世
の
中
が
落
ち
つ
い
て
く
る
に

と
も
な
い
、
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
10
年
に
国
立
栄
養

研
究
所
が
提
唱
し
た
栄
養
学
的
な
1
日
３

食
説
に
注
目
が
集
ま
り
、
バ
イ
ブ
ル
化
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

た
だ
歳
月
の
流
れ
に
と
も
な
い
、
予
期

せ
ぬ
事
態
が
起
き
ま
す
。
ま
ず
「
欠
食
」

と
い
う
言
葉
の
浮
上
で
し
た
。
こ
れ
は
学

校
給
食
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
貧
し
く
て

弁
当
を
持
参
で
き
な
い
子
供
を
「
欠
食
児

童
」
と
呼
ん
だ
の
に
始
ま
り
ま
す
が
、
現

在
は
朝
食
を
摂
ら
な
い
若
者
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
朝
食
拒
否
か
と
し
て
は
「
面
倒
」「
太

る
」
の
２
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
朝
は
コ
ー
ヒ
ー

１
杯
が
落
ち
着
く
、
と
い
う
声
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
3
食
推
進
派
は
、
力
士
が
朝
食

抜
き
で
チ
ャ
ン
コ
の
ド
カ
食
い
と
昼
寝
で

体
重
を
増
や
し
て
い
る
の
を
引
き
合
い
に

「
2
食
こ
そ
肥
満
の
元
」
と
警
告
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
２
食
推
進
派
も
３
食
で
太
っ

た
デ
ー
タ
を
集
め
て
反
論
を
す
れ
ば
、
24

時
間
フ
ル
活
動
の
現
代
社
会
で
は
１
日
４

食
、
５
食
の
夜
勤
労
働
者
も
出
て
き
ま
す
。

３
食
を
勧
め
ら
れ
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
、
意

見
も
対
応
も
入
り
乱
れ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。

一
方
で
若
年
世
代
の
低
栄
養
状
態
や

痩
せ
過
ぎ
が
社
会
問
題
に

　

人
間
に
は
生
活
習
慣
や
体
質
の
違
い
が

あ
る
の
で
、
３
食
派
や
２
食
派
な
ど
に
分

か
れ
る
の
は
あ
る
程
度
、
理
解
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
最
近
の
若
者
層
に

多
発
し
て
い
る
新
型
栄
養
失
調
と
は
何
か

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
の
飽
食
の
時

代
に
何
事
か
と
驚
く
方
も
多
い
で
し
ょ
う

が
、
こ
れ
は
摂
取
カ
ロ
リ
ー
こ
そ
足
り
て

は
い
て
も
、
必
要
栄
養
素
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

Ｂ
1
、
そ
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
不
足
し
て

い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
な
っ

た
か
と
言
う
と
、
回
数
は
３
食
摂
っ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
物
し
か
食
べ
な
い
か
ら
で

す
。
極
端
な
例
で
す
が
、
３
食
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
持
ち
帰
り
の
オ
ニ
ギ
リ

だ
け
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
察
し
が
つ

く
で
し
ょ
う
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

栄
養
失
調
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

数
字
で
事
例
を
示
す
と
、
厚
労
省
は
国

民
１
人
に
１
日
３
５
０
㌘
の
野
菜
を
食
べ

る
よ
う
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
摂

取
量
は
男
性
20
代
が
２
３
６
．２
㌘
、
30
代

が
２
５
４
．７
㌘
、
女
性
20
代
は
２
２
８
．

６
㌘
、
30
代
は
２
３
７
．２
㌘
で
す
。
最
も

多
い
の
は
男
性
60
代
の
３
０
９
．９
㌘
で
、

こ
れ
も
推
奨
値
を
超
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

最
少
は
前
述
の
20
代
女
性
で
す
し
、
成
人

の
デ
ー
タ
を
見
る
と
年
齢
が
低
い
ほ
ど
摂

健
康
コ
ー
ナ
ー

健
康
コ
ー
ナ
ー

食
事
は「
１
日
し
っ
か
り
３
回
説
」に
、

考
え
も
対
応
も
様
々医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥

[

筆
者
紹
介]

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）　

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。
読
売
新

聞
社
出
身
で
、
在
職
中
に
長
期
連
載
「
医
療
ル
ネ

サ
ン
ス
」
を
創
設
。
現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、

講
演
活
動
な
ど
に
従
事
。

取
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
が
頭
に
つ
く
栄
養
失
調
は
、
初
期

だ
と
見
た
目
に
余
り
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
体
型
や
顔
色
な
ど
に
明
確
な
異
常

が
現
れ
、
世
上
を
震
撼
さ
せ
る
現
象
も
発

生
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
若
い
女
性
の

痩
せ
過
ぎ
で
す
。
肥
満
や
痩
せ
の
判
別
は

通
常
、
日
本
肥
満
学
会
が
定
め
た
肥
満
指

数
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ(Body M

ass Index)

に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、

女
性
全
体
で
は
約
12
％
、
20
代
の
女
性
は

約
21
％
が
基
準
の
１
８
．５
％
を
下
回
る「
痩

せ
」
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
国
際
的
に
見
る
と
、
女
性
全
体

の
比
率
は
先
進
国
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
20
代
女
性
と
な
る

と
「
痩
せ
過
ぎ
」
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、

他
国
か
ら
不
思
議
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
志
向
で
、
食
べ
な
い
か
ら
で
す
。
痩
せ

過
ぎ
は
当
人
に
免
疫
力
の
低
下
や
貧
血
を

も
た
ら
し
、
低
体
重
の
子
供
の
出
産
が
多

く
な
り
、
骨
粗
鬆
症
に
も
進
行
し
て
い
き

ま
す
。

　

過
日
、
専
門
医
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き

ま
し
た
。「
最
近
の
若
い
女
性
に
便
秘
が
多

い
の
は
、
食
べ
な
い
の
で
出
る
便
が
な
い

か
ら
。
便
を
作
れ
な
い
体
で
丈
夫
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
め
る
は
ず
が
な
い
で
し
ょ
」。
言
葉

を
替
え
る
と
「(

健
康
は)

ま
ず
、
便
よ
り

始
め
よ
」
と
言
え
そ
う
で
す
。

80
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新しく会員になられた皆さんです。 ̶ よろしくお願いします ̶令和元年12月31日現在（順不同・敬称略）

支部名 法人名 代表者 所　在　地 電　話 業　　　種
北条第１ TATEYAMAイタリア食堂 田口　英雄 館山市北条2903 マラガモール2F 0470(23)2745 飲食業
北条第２ (株)志学経営 丸　　淳一 館山市上野原102－1 0470(24)1311 コンサルタント業

いつき会計労務事務所 小瀧　珠子 館山市北条462－6 0470(49)4376 税理士
長須賀 石井建材 石井　文一 館山市畑377 0470(23)6871 建築業
那古船形三芳 (株)アポロン南房総 小川　和也 館山市那古1496－1－A 0470(27)5770 サービス業

(株)Lucy's garden 庄司　　学 南房総市下滝田743－2 0470(29)7029 酪農業
滝田郵便局 山口　正義 南房総市上滝田1476－1 0470(36)2943 郵便局

白浜 白浜郵便局 島田　勝美 南房総市白浜町乙浜500－1 0470(38)2941 郵便局
白浜滝口郵便局 安西　　弘 南房総市白浜町滝口1466－4 0470(38)2944 郵便局

千倉 (株)真和建設 鈴木　　剛 南房総市千倉町忽戸446－3 0470(44)5615 建設土木業
丸山 (株)朝倉林業 朝倉　進一 南房総市大井218－1 0470(46)8535 林業
鴨川中央 (株)エランゲート 須田　　厚 鴨川市横渚277－6 04(7099)0808 不動産賃貸業

11月14日11月14日イオン館山 イオン館山 ・ ・ 11月15日11月15日イオン鴨川イオン鴨川でで
税を考える週間行事として税の意義をピーアール税を考える週間行事として税の意義をピーアール
国の財政と消費税の役割国の財政と消費税の役割
消費税の軽減税率制度消費税の軽減税率制度
中学生による「税の作文」優秀作品の紹介中学生による「税の作文」優秀作品の紹介
中学生の税に関する標語優秀作品の紹介中学生の税に関する標語優秀作品の紹介
絵はがきコンクール、ティッシュの配布など絵はがきコンクール、ティッシュの配布など
館山税務署・法人会・青色申告会・間税会・納連が共同で実施館山税務署・法人会・青色申告会・間税会・納連が共同で実施

  税を考える週間行事で税務街頭広報
イオン鴨川

イオン館山

（東京国税局からのお知らせ）

　「文書回答手続き」とは、納税者の皆様から、申告期限等の前に個別の取引等に係る税務上の
取扱いに関して文書による回答を求める旨の照会があった場合に、一定の要件の下に、文書に
より回答するとともに、他の納税者の皆様の予測可能性の向上に役立てていただくために、そ
の照会及び回答の内容を国税庁ホームページで公表するという納税者サービスです（照会者名
は原則非公開です。）。
　なお、この手続の詳細については、国税庁ホームページの「事前照会に対する文書回答手続」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/sodan/kobetsu/bunsho/01.htm) からご覧ください。

～納税者の皆様からの質問に対して国税局が文書で回答します。～

文書回答手続をご利用ください！
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今年も社会貢献活動青年部会が税金クイズ

会 報
発 行 年 月 日
発 行 責 任 者
編 集 責 任 者
発 行 者
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

第 119 号
令和 2年 1月 15 日
本間　　亨
島田　誠一
（公社）館山法人会
0470̶22̶1389
0470̶23̶3195

　管内は昨年９月に襲来した台風 15号、
その後の19号や豪雨により全域で家屋の
損害、農林水産業被害などに加え、停電、
通信障害、断水があり、甚大な被害を受け
ました。毎年の秋恒例の「支部ゼミ懇談会」
も中止の止むなきに至りました。
　新年なっても家屋など徐々に修理はされ
ていますが、未だ、ブルーシートが目につ
きます。復旧にはなお時間がかかる状況の
ようです。今回の災害では、宿泊施設など
本体も被災し、風評被害も相まってその影
響は未曽有のものです。直面する厳しい状
況を踏まえ、復旧復興に向けて、それぞれ
イベントや広報などあらゆる対策を講じ、
管内三市一町一体となり取り組み、本年が
復興と飛躍の年になるよう頑張りましょう。

編集後記

・
房
総
１
０
０
キ
ロ
ウ
オ
ー
ク　

コ
ー
ス
は
３
通
り
で
、
い
ず
れ
も
２
月
29
日
朝
、
日
蓮
の
誕
生
地
と
さ

れ
る
鴨
川
市
の
誕
生
寺
を
出
発
。
海
岸
線
の
道
路
を
西
回
り
に
歩
き
、

50
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
は
南
房
総
市
の
野
島
崎
灯
台
、
75
キ
ロ
で
は
館
山

市
の
館
山
駅
、
１
０
０
キ
ロ
で
は
鋸
南
町
の
「
道
の
駅
保
田
小
学
校
」

が
ゴ
ー
ル
と
な
る
予
定
。

・
そ
の
ほ
か
、
館
山
市
で
「
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
」「
寒
中
水
泳
」、
南
房
総

市
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
」、
鋸
南
町

風
評
被
害
に
立
ち
向
か
い
復
旧
・
復
興
か
ら
飛
躍
の
年
へ

【
表
紙
】

「無理なく節電」パンフレットに
　　　焼き芋・お汁粉を添えPR
　焼き芋300キロ、お汁粉の餡200キロ
　　　　　　もち80キロ9000人分用意

1月26日㈰ 館山若潮マラソン会場で1月26日㈰ 館山若潮マラソン会場で400人余が参加400人余が参加
11月24日㈰ 11月24日㈰ 
千倉漁村センター周辺広場千倉漁村センター周辺広場

各
地
イ
ベ
ン
ト
で
誘
客

女性部会が大車輪女性部会が大車輪

花笠音頭と温泉の里

村山法人会　会　長　岡田　　誠様
青年部会　部会長　藤川　智範様
会　　　員　４７７社
地　　　域　村山支部（御蕎麦が美味いです）
　　　　　　東根支部（さくらんぼが超有名です）
　　　　　　尾花沢・石田支部（銀山温泉です御蕎麦も）
女性部会が平成20年に管内を周遊して宿泊しました。

山形県村山法人会青年部会から災害見舞
タオル５００本　鋸南町へ

景品は、エンピツ・うま
い棒 （菓子）

で
「
水
仙
ま
つ
り
」
か
ら
「
桜
ま
つ
り
」

ま
で
の
花
の
リ
レ
ー
、
鴨
川
市
で
鴨
川

オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
な
ど
、
各
地
で
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
誘
客
す
る
。
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